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幌延町電源三法交付金の使い道
社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）
について No.1
平成25年度幌延町人事行政の運営等の
状況について
平成26年度省エネ・再生エネ補助制度を
ご活用ください
インフルエンザ予防接種のお知らせ
高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種が
定期接種になります
原子力立地給付金の交付について
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意
見

　
個
人
番
号
が
28
年
度
か
ら

交
付
さ
れ
る
が
、
町
民
に
判

り
や
す
く
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
を
教
え
て
ほ
し

い
。
国
で
出
し
て
い
る
の
を

読
ん
で
も
、
よ
く
わ
か
ら
な

い
。
個
人
情
報
に
つ
い
て
の

心
配
も
あ
る
。

総
務
課
補
足
説
明

　
個
人
番
号
は
平
成
27
年
10

月
か
ら
の
付
番
と
住
民
へ
の

通
知
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

28
年
１
月
か
ら
は
利
用
が
開

始
さ
れ
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
が
さ
れ
る
事
に
な
っ
て

い
る
。
今
年
度
か
ら
シ
ス
テ

ム
改
修
な
ど
を
す
す
め
る
と

と
も
に
、
職
員
研
修
や
住
民

へ
の
わ
か
り
や
す
い
広
報
周

知
に
努
め
た
い
。
町
政
懇
談

会
の
機
会
も
利
用
し
た
い
。

（※

個
人
番
号
制
度
に
つ
い

て
は
、
今
月
号
の
「
ほ
ろ
の

べ
の
窓
」
の
10
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。）

意
見

　
問
寒
別
町
内
会
管
理
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
老
朽
化

し
、
補
修
費
も
衛
生
組
合
長

の
個
人
負
担
で
補
修
し
て
い

る
状
況
だ
。

　
補
助
申
請
し
て
、
負
担
し

て
も
ら
う
に
し
て
も
時
間
が

か
か
る
。
現
場
の
現
状
を
調

査
し
て
も
ら
え
れ
ば
一
番
良

い
。

町
民
課
補
足
説
明

　
幌
延
市
街
地
区
は
９
つ
の

町
内
会
で
衛
生
組
合
を
組
織

し
て
い
る
。

　
保
有
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
７

０
０
戸
で
80
基
あ
る
。製
作
・

修
理
・
塗
装
は
各
町
内
会
で

実
施
。
要
し
た
経
費
の
半
分

を
組
合
で
助
成
し
て
い
る
。

　
問
寒
別
市
街
地
区
は
３
つ

の
連
合
町
内
会
で
衛
生
組
合

を
組
織
し
て
い
る
。

　
保
有
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
99

戸
で
20
基
。
製
作
等
の
経
費

は
全
額
組
合
か
ら
支
出
。

　
農
村
部
は
各
町
内
会
で
維

持
管
理
し
て
お
り
、
点
検
も

町
内
会
で
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

意
見

　
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
、
道
交
法
の
改
正
で
努

力
義
務
と
な
っ
た
。
天
塩
町

で
は
小
学
生
は
町
か
ら
支
給

さ
れ
て
い
る
の
で
、
幌
延
で

も
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
は
ど
う
か
。
　
　

町
民
課
補
足
説
明

　
次
年
度
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
担
当
で
検
討
中
で
あ
る
。

ほろのべ議会だより 第79号　①

　７月２６日に、問寒別・幌延両生涯学習センターを会場に町民と議員の意見交換会を開催しました。
　意見交換会では総務文教、産業厚生、議会運営の３つの委員会から活動報
告の後、参加された皆さんから意見・質問などを頂きました。
　議会としては、多くの町民の皆様に参加していただきたく、今後の開催方法な
どを検討してまいりたいと思っています。
　今後数回に分けて、ご意見をいただいた中の一部を、その後の経過も含め、
お知らせします。

問寒別地区意見会交換

幌延地区意見交換会

多数のご意見をいただきありがとうございました。
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第
６
回
幌
延
町
議
会
（
定

例
会
）
は
９
月
10
日
に
開
会

さ
れ
、
報
告
２
件
、
認
定
７

件
、
同
意
２
件
、
議
案
９
件

意
見
案
４
件
、
発
議
２
件
な

ど
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

９
月
11
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。
議
決
さ
れ
た
案
件
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
認
定
第
１
号
〜
第
７
号

・
平
成
25
年
度
幌
延
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
幌
延
町
立
診

療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
幌
延
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
幌
延
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
幌
延
町
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
幌
延
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
幌
延
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
か
ら
８

ペ
ー
ジ
の
「
幌
延
町
の
家
計

簿
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
▽
報
告
第
１
号

　
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ

く
幌
延
町
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　
実
質
公
債
費
比
率
な
ど
に

つ
い
て
、
報
告
し
ま
し
た
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
早

期
健
全
化
基
準
の
25
・
０
％

に
対
し
12
・
４
％
で
し
た
。

▽
報
告
第
２
号

　
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ

く
幌
延
町
公
営
企
業
会
計
資

金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い

て

　
簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水

道
事
業
の
各
特
別
会
計
の
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、
報

告
し
ま
し
た
。

　
各
会
計
と
も
資
金
不
足
額

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
同
意
第
１
号

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
、
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

○
教
育
委
員
会
委
員

　
番
坂
　
啓
介
氏

　
　
　
　
　（
５
条
南
１
）

任
期

　
自
　
平
成
26
年
10
月
１
日

　
至
　
平
成
30
年
９
月
30
日

▽
同
意
第
２
号

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員

　
芳
野
　
福
一
氏
（
字
問
寒

別
５
８
３
）

任
期

　
自
　
平
成
26
年
10
月
１
日

　
至
　
平
成
29
年
９
月
30
日

▽
議
案
第
１
号

　
功
労
者
の
表
彰
に
つ
い
て

　
幌
延
町
表
彰
条
例
第
３
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
遠
藤
正

雄
氏
と
吉
原
哲
男
氏
を
幌
延

町
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
た

い
旨
議
会
の
同
意
を
求
め
ま

し
た
。

▽
議
案
第
２
号

　
幌
延
町
民
間
テ
レ
ビ
中
継

局
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
幌
延
町
民
間
テ
レ
ビ
中
継

局
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
３
号

　
幌
延
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
会
議
設
置
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
幌
延
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
会
議
設
置
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
４
号

　
幌
延
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
に
制
定
に
つ

い
て

　
幌
延
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

▽
議
案
第
５
号

幌
延
町
家
庭
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
幌
延
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
６
号

　
幌
延
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
幌
延
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
７
号

　
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

　
地
方
自
治
法
第
２
８
６
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
北

海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
を
変
更
し
ま
し

た
。

▽
議
案
第
８
号

　
平
成
26
年
度
幌
延
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
補
正
の
主
な
も
の

　
◇
総
務
費
６
千
９
７
７
万

１
千
円
増

▽
議
案
第
９
号

　
平
成
26
年
度
　
幌
延
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
補
正
の
主
な
も
の

　
◇
職
員
給
与
費
繰
入
金
２

３
６
万
６
千
円
減

▽
意
見
案
第
１
号

　
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

▽
意
見
案
第
２
号

　
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周

知
及
び
労
災
認
定
基
準
の
改

正
な
ど
を
要
請
す
る
意
見
書

に
つ
い
て

▽
意
見
案
第
３
号

　
軽
油
取
引
税
の
課
税
免
除

特
例
措
置
の
延
長
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

▽
意
見
案
第
４
号

　
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

▽
発
議
第
１
号

　
懸
案
事
項
促
進
要
望
の
為

の
議
員
派
遣
に
つ
い
て

▽
発
議
第
２
号

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ

い
て

斎
賀
　弘
孝
議
員

◎
こ
れ
ま
で
の
選
挙
公
約
の

検
証
と
６
月
定
例
会
一
般

質
問
答
弁
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

◎
図
書
館
に
つ
い
て

鷲
見
　
　悟
議
員

◎
子
ど
も
・
子
育
て
新
支
援

制
度
と
認
定
こ
ど
も
園
に

つ
い
て

・
平
成
26
年
８
月
23
日
か
ら

８
月
24
日
に
か
け
て
の
大

雨
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
の
執
行
状
況
に

係
る
概
要
に
つ
い
て

第
６
回

幌
延
町
議
会

（
定
例
会
）

平成26年度補正予算（9月定例会）

会　　　　　計 補　　正　　前 補　 正 　額 補　　正　　後

一般会計

介護保険特別会計

50億6,462万7千円

2億3,500万円

6,840万6千円

△57万2千円

51億3,303万3千円

2億3,442万8千円
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第
６
回
幌
延
町
議
会
（
定

例
会
）
は
９
月
10
日
に
開
会

さ
れ
、
報
告
２
件
、
認
定
７

件
、
同
意
２
件
、
議
案
９
件

意
見
案
４
件
、
発
議
２
件
な

ど
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

９
月
11
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。
議
決
さ
れ
た
案
件
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
認
定
第
１
号
〜
第
７
号

・
平
成
25
年
度
幌
延
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
幌
延
町
立
診

療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
幌
延
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
幌
延
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
幌
延
町
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
幌
延
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
幌
延
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
か
ら
８

ペ
ー
ジ
の
「
幌
延
町
の
家
計

簿
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
▽
報
告
第
１
号

　
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ

く
幌
延
町
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　
実
質
公
債
費
比
率
な
ど
に

つ
い
て
、
報
告
し
ま
し
た
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
早

期
健
全
化
基
準
の
25
・
０
％

に
対
し
12
・
４
％
で
し
た
。

▽
報
告
第
２
号

　
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ

く
幌
延
町
公
営
企
業
会
計
資

金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い

て

　
簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水

道
事
業
の
各
特
別
会
計
の
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、
報

告
し
ま
し
た
。

　
各
会
計
と
も
資
金
不
足
額

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
同
意
第
１
号

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
、
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

○
教
育
委
員
会
委
員

　
番
坂
　
啓
介
氏

　
　
　
　
　（
５
条
南
１
）

任
期

　
自
　
平
成
26
年
10
月
１
日

　
至
　
平
成
30
年
９
月
30
日

▽
同
意
第
２
号

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員

　
芳
野
　
福
一
氏
（
字
問
寒

別
５
８
３
）

任
期

　
自
　
平
成
26
年
10
月
１
日

　
至
　
平
成
29
年
９
月
30
日

▽
議
案
第
１
号

　
功
労
者
の
表
彰
に
つ
い
て

　
幌
延
町
表
彰
条
例
第
３
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
遠
藤
正

雄
氏
と
吉
原
哲
男
氏
を
幌
延

町
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
た

い
旨
議
会
の
同
意
を
求
め
ま

し
た
。

▽
議
案
第
２
号

　
幌
延
町
民
間
テ
レ
ビ
中
継

局
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
幌
延
町
民
間
テ
レ
ビ
中
継

局
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
３
号

　
幌
延
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
会
議
設
置
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
幌
延
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
会
議
設
置
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
４
号

　
幌
延
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
に
制
定
に
つ

い
て

　
幌
延
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

▽
議
案
第
５
号

幌
延
町
家
庭
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
幌
延
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
６
号

　
幌
延
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
幌
延
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
７
号

　
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

　
地
方
自
治
法
第
２
８
６
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
北

海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
を
変
更
し
ま
し

た
。

▽
議
案
第
８
号

　
平
成
26
年
度
幌
延
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
補
正
の
主
な
も
の

　
◇
総
務
費
６
千
９
７
７
万

１
千
円
増

▽
議
案
第
９
号

　
平
成
26
年
度
　
幌
延
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
補
正
の
主
な
も
の

　
◇
職
員
給
与
費
繰
入
金
２

３
６
万
６
千
円
減

▽
意
見
案
第
１
号

　
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

▽
意
見
案
第
２
号

　
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周

知
及
び
労
災
認
定
基
準
の
改

正
な
ど
を
要
請
す
る
意
見
書

に
つ
い
て

▽
意
見
案
第
３
号

　
軽
油
取
引
税
の
課
税
免
除

特
例
措
置
の
延
長
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

▽
意
見
案
第
４
号

　
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

▽
発
議
第
１
号

　
懸
案
事
項
促
進
要
望
の
為

の
議
員
派
遣
に
つ
い
て

▽
発
議
第
２
号

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ

い
て

斎
賀
　弘
孝
議
員

◎
こ
れ
ま
で
の
選
挙
公
約
の

検
証
と
６
月
定
例
会
一
般

質
問
答
弁
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

◎
図
書
館
に
つ
い
て

鷲
見
　
　悟
議
員

◎
子
ど
も
・
子
育
て
新
支
援

制
度
と
認
定
こ
ど
も
園
に

つ
い
て

・
平
成
26
年
８
月
23
日
か
ら

８
月
24
日
に
か
け
て
の
大

雨
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
の
執
行
状
況
に

係
る
概
要
に
つ
い
て

第
６
回

幌
延
町
議
会

（
定
例
会
）

平成26年度補正予算（9月定例会）

会　　　　　計 補　　正　　前 補　 正 　額 補　　正　　後

一般会計

介護保険特別会計

50億6,462万7千円

2億3,500万円

6,840万6千円

△57万2千円

51億3,303万3千円

2億3,442万8千円
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財政の健全化に関する法律に伴う健全化判断比率財政の健全化に関する法律に伴う健全化判断比率財政の健全化に関する法律に伴う健全化判断比率
　平成19年６月に『地方公共団体の財政の健全
化に関する法律』が施行されたことにより、平成
19年度決算から健全化判断比率の指標を公表
することになりました。

早期健全化基準
財政再生基準
平成25年度
幌延町比率

実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債
費 比 率

将来負担
比　　率

資金不足
比　　率

－ － 12.4 － －

20.0 30.0 35.0 － －
15.0 20.0 25.0 350.0 20.0

（単位：％）

　健全化判断比率が早期健全化基準を１つでも上回ると財政健全化計画の策定が義務付けられます。
また、財政再生基準を１つでも上回ると国の管理下で財政再建することとなります。

①実 質 赤 字 比 率：普通会計（一般会計＋診療所会計）の実質赤字額が標準財政規模に占める割合
②連結実質赤字比率：普通会計と特別会計（国保・後期高齢・介護・簡水・下水道）の実質赤字額の合

計額が標準財政規模に占める割合
③実質公債費比率：一般会計だけでなく、特別会計や一部事務組合の負担分も含む公債費（借入金の

返済）が標準財政規模に占める割合
④将 来 負 担 比 率：一般会計や特別会計及び一部事務組合の将来負担すべき負債（公債費や債務負担

行為額及び職員の退職金など）が標準財政規模に占める割合
⑤資金不足比率（下水道、簡易水道）：公営企業の資金不足額（下水道・簡易水道：実質赤字額）が事

業規模（営業収益－受託工事収益金）に占める割合
　標 準 財 政 規 模：地方税や譲与税など地方自治体の標準的な税収入と普通交付税や臨時財政対策債

の合計額

平成 25年度の幌延町財政健全化判断比率の状況
①実 質 赤 字 比 率：一般会計・診療所会計とも赤字決算ではないため、該当しません。
②連結決算赤字比率：各会計に赤字額や資金不足額が発生していないため該当しません。
③実質公債費比率：国の示す早期健全化基準を下回り、健全性を維持しています。
④将 来 負 担 比 率：将来負担すべき負債額が負債額に充当可能な財源を下回っているため該当しません。
（充当可能な財源：簡易水道以外の基金残高、公営住宅料、放牧料、公債費残高に伴う普通交付税算入額）
⑤資 金 不 足 比 率：公営企業に資金不足額が発生していないため該当しません。

平成25年度決算

幌延町の電源三法交付金の使い道幌延町の電源三法交付金の使い道

１,９６４,５６６円

４,９９８,４５９円

９２,０００,０００円

　９,０００,０００円

２４,０００,０００円

４３,５３８,９７６円

①電源立地地域対策交付金
●幌延町立診療所運営事業 ・・・・・・・・・・・・・・

●幌延町保健センター運営事業 ・・・・・・・・・・・・

●幌延町立保育所運営事業 ・・・・・・・・・・・・・・

●北留萌消防組合幌延支署運営事業 ・・・・・・・・・・

②広報・調査等交付金 ６９６万３,０２５円

１億６,８５３万８,９７６円

●エネルギー関連施設見学会・・・・・・・・・・・・・・

　　・参加人数：小中学生22人、引率職員5人　　見学先：泊村

　　・参加人数：小中学生31人、引率職員6人　　見学先：東海村

●研修・資料収集整理・広報・連絡調整等 ・・・・・・・・

※福祉サービス充実のため、幌延町立診療所・幌延町保健センター・幌延町立保育所・北留萌消防組合幌延支署の職員人件費に、
それぞれ電源立地地域対策交付金を充当しています。

※原子力発電と深地層研究施設に関する知識の普及に関する調査及び研修並びに連絡調整に関する事業に広報・調査等交付
金を充当しています。
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幌延町人事行政の運営等の状況について
平成25年度

１．職員の任免及び職員数に関する状況
（１） 職員別採用者数

２．職員の給与の状況
　「幌延町の給与・定員管理等について」により毎年６月頃にＨＰや広報誌等で公表しています。

高　卒

短大卒

大　卒

計

一般行政職

－

－

4人

4人

土木・建築職

－

－

1人

1人

保育士

－

－

－

0人

保健師

－

－

－

0人

医　師

－

－

－

0人

看護師

1人

－

－

1人

医療技術職

－

－

－

0人

栄養士

－

－

－

0人

合　計

1人

0人

5人

6人

３．職員の勤務時間、その他の勤務条件の状況
（１） 勤務時間

１週間の
勤務時間 始業時刻 休憩時間

勤務時間の割振り

終業時刻 週休日

午前８時３０分３８時間４５分 正 午 か ら
午後１時まで 午後５時１５分 土曜日

日曜日

（２） 事由別退職者数

定年退職

勧奨退職

自己都合

そ の 他

計

一般行政職

2人

5人

1人

－

8人

土木・建築職

－

－

－

－

0人

保育士

－

－

－

－

0人

保健師

－

－

－

－

0人

医　師

－

－

－

－

0人

看護師

1人

－

－

－

1人

医療技術職

－

－

－

－

0人

栄養士

－

－

1人

－

1人

合　計

3人

5人

2人

0人

10人

（３） 年度当初の常勤職員数

町長部局

議　　会

農業委員会

教育委員会

水道事業

下水道事業

その他事業

計

一般行政職

38人

2人

1人

9人

2人

－

2人

54人

土木・建築職

3人

－

－

－

－

1人

－

4人

保育士

6人

－

－

－

－

－

－

6人

保健師

3人

－

－

－

－

－

2人

5人

医　師

1人

－

－

－

－

－

－

1人

看護師

11人

－

－

－

－

－

－

11人

医療技術職

1人

－

－

－

－

－

－

1人

栄養士

2人

－

－

－

－

－

－

2人

合　計

65人

2人

1人

9人

2人

1人

4人

84人

（Ｈ２５年４月１日採用職員を含む）
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（２）休暇制度

（調査対象者：H25年1月1日から12月31日まで全期間在職した一般職員）

総付与日数

3,051日

総取得日数

778.7日

対象職員数

78人

平均取得日数

10日

取得率

25.5％

男性職員

女性職員

育児休業取得対象者

0人

0人

育児休業取得者

0人

0人

部分休業取得者

0人

0人

分
限
処
分

懲
戒
処
分

処分内容

免　職

降　任

休　職

失　職

免　職

停　職

減　給

戒　告

処分者数

0人

0人

0人

0人

0人

0人

1人

0人

処分内容

10％・2ヶ月

４．職員の分限及び懲戒処分の状況

①有給休暇

・年次有給休暇……年間20日（ただし、20日を限度に当該残日数を繰り越すことができる）

・病気休暇　　……結核性疾患、高血圧症、動脈硬化性心臓疾患、慢性の肝臓疾患、慢性の腎臓疾患、糖尿病、

悪性新生物による疾病、精神疾患、膠原病、その他の私傷病の療養に要する休暇

・特別休暇　　……公民権行使、官公署出頭、骨髄移植、ボランティア、結婚、生理、産前・産後、育児、

配偶者出産、育児参加、子の看護、短期介護、忌引、法要祭日、夏季、住居滅失、災害事故、

災害時退勤などに要する休暇

　年次有給休暇の取得状況

②無給休暇

・介護休暇………職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母などが負傷、疾病又は老齢により、日常生活を営

むのに支障があるものの介護に要する休暇

・組合休暇………職員団体の業務又は活動に従事する場合の休暇

（３）育児休業及び部分休業の制度

・育児休業………３歳未満の子を養育する職員が、子が３歳に達するまでの期間、原則１回取得できる制度

・部分休業………３歳未満の子を養育する職員が、子が３歳に達するまでの期間、１日を通じて２時間を超

えない範囲で取得できる制度

・育児短時間勤務……子が小学校就学の始期に達するまでの期間、職員が希望する日及び時間帯で勤務する

ことができる制度

　育児休業及び部分休業の取得状況
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５．職員の服務の状況

６．職員の研修及び勤務成績の評定の状況

区　　分

法令及び上司の命令に
従う義務

職務に専念する義務

争議行為等の禁止

信用失墜行為の禁止

秘密を守る義務

営利企業等の従事制限

政治的行為の制限

内　　　　　　　　　容 違反者数

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

（１）職員研修の実施状況

（２）勤務成績の評定の状況

　当町においては、未実施。

町内研修

派遣研修

新規採用職員研修

幌延町職員スキルアップ研修

職員研修「幌延地圏環境研究所研究内容講演会」

宗谷管内町村新規採用職員基礎研修［宗谷町村会］

宗谷管内町村職員初級研修［宗谷町村会］

宗谷地区法務基礎研修［宗谷町村会］

留萌・宗谷地区法務研修（応用）［宗谷町村会］

法務専門研修［北海道町村会］

町村職員研修講師養成講座［北海道町村会］

税務事務（基礎）《市町村民税課税》［市町村職員研修センター］

自治体新任管理者基礎［市町村職員研修センター］

新公会計制度［市町村職員研修センター］

北海道介護支援専門員実務従事者基礎研修［北海道］

健康教育講座メンタルヘルスセミナー［北海道宗谷総合振興局］

研修「可能性の無視は最大の悪策」スーパー公務員としてまちづくりや行動力［猿払村］

研修会「これからの市町村の徴収と回収」［浜頓別町］

研修区分 研　修　内　容　［派　遣　先］ 回数

1回

6回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

日数

2日

6日

1日

3日

3日

2日

2日

1日

2日

2日

2日

2日

5日

1日

1日

1日

受講者数

4人

55人

30人

6人

2人

3人

1人

1人

1人

1人

1人

1人

1人

2人

1人

5人

地方公務員法第３０条

（服務の根本基準）

　すべての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当っては、全力を挙

げてこれに専念しなければならない。

　職員は、職務を遂行するに当って、法令、条例、規定等に従い、且つ、上司の職務
命令に忠実に従わなければならない。

　職員は、勤務時間及び職務上の注意力のすべてをその職責遂行のために用い、職務
にのみ従事しなければならない。

　職員は、同盟罷業、怠業その他の争議行為をし、活動能率を低下させる怠業的行為
をしてはならない。

　職員は、その職の信用を傷つけ、または職員の職全体の不名誉となるような行為をし
てはならない。

　職員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならず、証人等になった場合も任命権者の
許可が必要である。また、離職した後も同様である。

　職員は、営利を目的とする私企業を営み、または報酬を得てその事業等に従事しては
ならない。

　職員は、政治的団体の結成に関与し、これらの役員になってはならず、政治活動等を
行ってはならない。
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　町では、ＬＥＤ照明（LED電球及びLED照明器具）の普及促進により、電力使用量の削減及び温室効果ガスの排出
抑制を目的として、平成25年度から購入費用の一部を補助していますが、本年度も次のとおり購入費用の補助を行
っています。

・町内に住所を有する方
・自ら居住する住宅に設置するためのLED照明を町内の家電品店等で購入した方
・町税を滞納している者がいない世帯の方　など

補助対象者

　平成26年4月1日から平成27年3月25日までに購入したLED照明の費用。（設置費、工賃等は補助対象に
含まれません。）

補助対象

　LED購入費の１/２以内　20,000円が上限ですが、ＬＥＤ電球のみの場合は5,000円が上限です。補助金は、幌
延町商工振興会の商品券で交付しますので500円単位になります。

　補助金申請書に領収書の原本（購入者氏名、購入年月日、製造メーカー、品名、数量、金額が明記され、領
収印が押されたもの。これらの要件が具備されていれば、レシートでも可。）を添えて提出してください。補助金
の申請は、１戸の住宅を１世帯とし、１回限りです。
※平成25年度に補助を受けた世帯については、申請を受けることが出来ませんのでご注意ください。

補助金額

補助申請

【申請期限】　平成27年3月25日まで
【申 請 先】　総務課企画振興グループ又は問寒別出張所

　町では、再生可能エネルギーの導入を促進し、町民の環境保全意識の高揚及び温室効果ガスの排出抑制を目的と
して、補助を行っています。

・完了報告書提出時までに町内に住所を有する予定の方。
・自ら居住している、又は居住しようとする町内の住宅（店舗等との併用住宅を含む、以下同じ）に発電システム

を設置する方。（アパートや長屋などの共同住宅は対象外。）
・３月１５日までに発電システムを設置し、『事業完了報告書（様式第８号）』を提出できる方
 ※交付要綱第９条の事業完了報告書提出時までに、町内に住所を有する予定の方で、その住宅に発電システムを

設置する予定の方も含みます。
・町税を滞納している者がいない世帯の方

補助対象者（次の全てに該当する方）

　住宅用の発電システムであり、最大出力が10ｋｗ未満で、システム価格が50万円/ｋｗ以下のもののシステム
価格及び設置費用。

補助対象

　太陽光電池の最大出力（上限４ｋｗ）の補助対象整備費用の1/2で1,000,000円が上限です。

　補助制度の利用を希望する方は、あらかじめ総務課企画振興グループにお問い合わせの上、必要な書類を添え
て補助申請書を提出してください。補助金の申請は、１世帯につき１回です。

補助金額

補助申請

【申請期限】　平成27年2月28日まで
【申 請 先】　総務課企画振興グループ

※補助制度の詳細と「補助金申請書」は町ホームページに掲載していますのでご覧ください。

平成26年度省エネ・再生エネ補助制度をご活用ください平成26年度省エネ・再生エネ補助制度をご活用ください平成26年度省エネ・再生エネ補助制度をご活用ください

家庭用LED照明購入費補助制度家庭用LED照明購入費補助制度

住宅用太陽光発電システム設置費補助制度住宅用太陽光発電システム設置費補助制度

問い合わせ先　総務課企画振興グループ 電話 ５－１１１１（内線222、223、224、） 告知端末機 ５－８８１２
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問い合わせ先　　保健センター （電話・告知端末機　5-1790）

　平成26年度インフルエンザ予防接種を下記のとおり実施いたします。

☆その他、高校生から64歳以下の一般の方で接種を希望される方は、直接診療所で接種を受けてください。64歳以
下の一般の方の受付時間は8時30分から11時、高校生の受付時間は13時から16時30分となっております。料金はと
もに2,500円です。集中実施期間中の接種をお勧めします。

☆集中実施期間
幌延地区　 ： 10月21日（火）22日（水）27日(月）28日(火）29日(水）
問寒別地区 ： 11月14日（金）

☆接種場所及び時間 ：

☆助成対象者

幌延町立診療所 ： 8時30分～11時 =高齢者及び一般住民
　　　　　　　　13時～16時30分=１歳以上高校生以下及びその同伴保護者
問寒別診療所　 ： 9時15分～10時30分

1歳～小学生

2回
無　料　（町が全額助成します）

申込みは不要です。
　助成対象となる方全員に、保健センターから案内と予診票を送付し
ます。
　よくご検討のうえ、接種を希望される方はお送りした予診票に必要
事項をすべて記入して、診療所へ持参してください。

＊ 入院などの理由で幌延町で接種を受けられない方も、助成の対象になる場合が
あります。保健センターにお問い合わせください。

接 種 回 数 1回

中学生 65歳以上(年度内年齢）
（昭和25年４月１日以前に生まれた方）（1歳の基準日は10月20日）

60～64歳で心臓、じん臓
呼吸器の身障手帳1級受給者

料　　　金

申　込　み

インフルエンザ予防接種のお知らせインフルエンザ予防接種のお知らせインフルエンザ予防接種のお知らせインフルエンザ予防接種のお知らせ

集中実施期間以降は、ワクチンが無くなり次第終了となります。
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高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種が
定期接種になります

高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種が
定期接種になります

高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種が
定期接種になります

　予防接種法施行令等の一部が改正され、平成26年10月1日から高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種が定期
接種に追加されることになりました。
　幌延町では平成22年から任意接種を希望される70歳以上の方に助成してきましたが、10月1日からは対象
者が変更になりますので、ご注意ください。
＜対象者＞
①幌延町に住民登録のある方。
②平成26年度から30年度までの間は、各年度中（４月１日～3月31日）に、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、
95歳、100歳になる方。
③平成26年度に限り、平成26年3月31日に100歳以上の方。
④60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓、呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に身
体障害1級程度の障害がある方。
※いずれも、過去に成人用肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがある方は対象になりません。
※平成26年度対象者には、9月下旬頃、案内と予診票をお送りしますのでご確認ください。

＜接種費用＞
　町から全額を助成します。
＜接種医療機関＞
　幌延町立診療所
＜接種方法＞
　接種を希望される方は、1週間前までに幌延町立診療所に予約してください。予約の受付時間は午後1時から
4時30分です。接種を受けられる日は月曜～水曜日の午前8時30分から11時です。
＜その他＞
　高齢者肺炎球菌予防接種のあと、1週間あければ次の予防接種を受けることができます。
　ご不明な点がありましたら、幌延町保健センター（電話・告知端末機５－１７９０）にお問い合わせください。

年度内年齢 年度内年齢
65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳
100歳以上

昭和２４年４月２日生まれから昭和２５年４月１日生まれまで
昭和１９年４月２日生まれから昭和２０年４月１日生まれまで
昭和１４年４月２日生まれから昭和１５年４月１日生まれまで
昭和　９年４月２日生まれから昭和１０年４月１日生まれまで
昭和　４年４月２日生まれから昭和　５年４月１日生まれまで
大正１３年４月２日生まれから大正１４年４月１日生まれまで
大正　８年４月２日生まれから大正　９年４月１日生まれまで
大正　３年４月２日生まれから大正　４年４月１日生まれまで
大正　３年４月１日以前生まれ

★保健センターに新しい設備です。
　保健センターの多目的トイレにオストメイト対応の設備が設置
されました。

　安心して利用できる場所としてご活用ください。
　併せて、男女のトイレが改修され使いやすくなっています。
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高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種が
定期接種になります

高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種が
定期接種になります

高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種が
定期接種になります

　予防接種法施行令等の一部が改正され、平成26年10月1日から高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種が定期
接種に追加されることになりました。
　幌延町では平成22年から任意接種を希望される70歳以上の方に助成してきましたが、10月1日からは対象
者が変更になりますので、ご注意ください。
＜対象者＞
①幌延町に住民登録のある方。
②平成26年度から30年度までの間は、各年度中（４月１日～3月31日）に、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、
95歳、100歳になる方。
③平成26年度に限り、平成26年3月31日に100歳以上の方。
④60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓、呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に身
体障害1級程度の障害がある方。
※いずれも、過去に成人用肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがある方は対象になりません。
※平成26年度対象者には、9月下旬頃、案内と予診票をお送りしますのでご確認ください。

＜接種費用＞
　町から全額を助成します。
＜接種医療機関＞
　幌延町立診療所
＜接種方法＞
　接種を希望される方は、1週間前までに幌延町立診療所に予約してください。予約の受付時間は午後1時から
4時30分です。接種を受けられる日は月曜～水曜日の午前8時30分から11時です。
＜その他＞
　高齢者肺炎球菌予防接種のあと、1週間あければ次の予防接種を受けることができます。
　ご不明な点がありましたら、幌延町保健センター（電話・告知端末機５－１７９０）にお問い合わせください。

年度内年齢 年度内年齢
65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳
100歳以上

昭和２４年４月２日生まれから昭和２５年４月１日生まれまで
昭和１９年４月２日生まれから昭和２０年４月１日生まれまで
昭和１４年４月２日生まれから昭和１５年４月１日生まれまで
昭和　９年４月２日生まれから昭和１０年４月１日生まれまで
昭和　４年４月２日生まれから昭和　５年４月１日生まれまで
大正１３年４月２日生まれから大正１４年４月１日生まれまで
大正　８年４月２日生まれから大正　９年４月１日生まれまで
大正　３年４月２日生まれから大正　４年４月１日生まれまで
大正　３年４月１日以前生まれ

★保健センターに新しい設備です。
　保健センターの多目的トイレにオストメイト対応の設備が設置
されました。

　安心して利用できる場所としてご活用ください。
　併せて、男女のトイレが改修され使いやすくなっています。
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　１０月１日は、「法の日」です。「法の日」は、国民の皆さんに、
法の役割や重要性について考えていただくきっかけになるよ
うにと、裁判所、検察庁及び弁護士会の協議で提唱され、昭
和３５年、政府によって、「国をあげて法の尊重、基本的人権
の擁護、社会秩序の確立の精神を高めるための日」として定
められました。
　裁判所、法務省、検察庁及び弁護士会では。１０月１日からの１週間を「法の日」週間とし、毎年、全国各地
で各種の行事を実施しています。裁判所では、全国各地で法や裁判手続きに関する説明会や見学会、講演会等
の催しを行う予定です。
　「法の日」週間に実施される行事に参加して、法を身近に感じてみませんか？
　「法 の 日」週 間 に ち な ん で 裁 判 所 で 実 施 さ れ る 各 地 の 行 事 は、「裁 判 所 ウェブ サ イト」

（http://www.courts.go.jp/）で紹介しています。このサイトでは裁判例情報や司法統計 などの様々な情報
を ご 覧 い た だ け ま す。ま た、裁 判 員 制 度 の 詳 し い 情 報 に つ い て は、 裁判員制度ウェブサイト

（http://www.saibanin.courts.go.jp/）で、紹介していますの で、是非、アクセスしてみてください。
　～お知らせ～
　１０月２２日（水）午後１時３０分から３時３０分まで、旭川地方・家庭裁判所において、市民講座を開催します。テー
マは「身近なトラブル～民事調停で円満解決！」です。参加を希望される方は、以下の連絡先へお申し込みください。
たくさんのご参加をお待ちしております。
　詳しくは、裁判所ウェブサイトhttp://www.courts.go.jp/asahikawa/に今後掲載される記事をご覧くだ
さい。
　旭川地方裁判所事務局総務課文書係　℡0166-51-6255

「法の日」週間を迎えて「法の日」週間を迎えて
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　動物駆逐用煙火（連続発射式）は、一般で販売されているがん具煙火と異なり、大きな音を発生するため、
威力の強い火薬が用いられており、万一、製品の異常な破裂等が発生した場合には、指や手の一部を欠損
したり、飛散物や爆音により重篤な怪我をする恐れがあります。
　消費者におかれましては、取扱説明書の使用方法を遵守するとともに、下記の注意点を厳守してご使用願
います。

記
１．製品は直接手に持たず杭などに固定して使用すること。
２．やむを得ず手に持って使用する場合は以下注意点を厳守すること。

⑴　販売業者提供の専用手持ち用ホルダーを使用し、使用時はホルダー底面に手が触れず、かつ、可能
な限りホルダー下側を持ち使用すること。

⑵　万一、煙火が手元で爆発した場合、ホルダー底面が抜ける危険性があるので、底面は体に向けず、
ホルダーはできる限り体から離して使用すること。

⑶　ホルダーの変形、さび、ひび割れ等の有無を確認し、異常があるものや、過去に一度でもホルダー
内部で製品が破裂等の異常燃焼したものは、使用しないこと。

⑷　ホルダーは、万一、製品が手元で破裂した場合などの被害を完全に防止することはできないため、ゴ
ーグル、耳栓、革手袋などの防護具を併用すること。

⑸　株式会社ライズが販売した動物駆逐用煙火（５連発式）、製品名「駆除雷５発」（２０１２年５月中国製）
については、同社が製品の自主回収を行っているため、当該製品をお持ちの方は絶対に使用せず、販
売元に連絡すること。（販売元　株式会社ライズ　電話番号：086-295-1179）

⑹　同じく株式会社芳賀銃砲火薬店芳賀火工が販売した「閃光珠５R」については、製品検査の結果、
火薬量（爆薬含む）が火薬類取締法に規定する無許可消費できる火薬量１０ｇを超えていることが判明
（製品には約７ｇと表示されています）し、現在、製品の全量回収と全消費者への使用停止の周知徹底
を指示しました。当該製品をお持ちの方は絶対に使用せず、販売元に連絡すること。

　（販売元　株式会社芳賀銃砲火薬店芳賀火工　電話番号：022-262-1151）

動物駆逐用煙火（連続発射式）による事故が多発しています！動物駆逐用煙火（連続発射式）による事故が多発しています！動物駆逐用煙火（連続発射式）による事故が多発しています！

「必ずチェック 最低賃金！　使用者も、労働者も」

北海道最低賃金
北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべての労働者（臨時、パートタ
イマー、アルバイト等を含む。）に適用される北海道最低賃金が次のとおり改定されます。

最 低 賃 金 額　　時間額　７４８円
効力発生年月日　　平成２６年１０月８日

問い合わせ先 北海道労働局　労働基準部　賃金課　最低賃金係
電話番号　011-709-2311

秋の深まりと冬の訪れ秋の深まりと冬の訪れ秋の深まりと冬の訪れ

気象状況・天気予報の確認先　稚内地方気象台　（電話：0162-23-2678）
※稚内地方気象台ホームページURL

http://www.jma-net.go.jp/wakkanai/index.html
※問い合わせ先

　　稚内地方気象台（電話：0162-23-2679）

　9月中旬頃から始まった紅葉は、例年では10月上旬頃に見ごろを迎えます。この
時期、初雪、初霜や初氷（初めて氷がはること）等が観測され、次第に秋が深まり、
冬の訪れを迎える季節となります。
　日中は暖かくても内陸では朝晩は5℃を下回る冷え込みとなる場合があります。一日の気温差が大きく、また、
体調を崩してしまいがちです。体調管理や、衣服・寝具を暖かくする等の工夫が必要となります。

　山々では一足先に冬が訪れています。稚内地方気象台が観測している利尻山の初冠雪
（初めて山頂部が雪をかぶってふもとから白く見えること）は平年ですと10月3日です。ふ
もとではまだまだ気温の高い日もありますが、もみじ狩りやきのこ狩り等に軽装備で山に登
って遭難しないよう充分注意が必要です。
　また、夏と比べて、低気圧や気圧の谷が数日おきに通過することが多くなり、大陸の冷
たい空気の影響を受けやすくなるため、天気の急変やまとまった雨になることがあります。

　季節の変わり目では特に最新の情報を使って、体調管理やレジャーに役立てて下さい。

＜日々の生活に役立てていただける情報＞
・天 気 予 報：今日・明日・明後日の天気、気温、風の向きや強さ、波の高さ、降水確率
　　　　　　　　発表：毎日　午前5時・午前11時・午後5時　修正は随時
・週間天気予報：一週間先までの毎日の天気、気温、降水確率
　　　　　　　　発表：毎日　午前11時・午後5時
・警報・注意報：気象により災害の起きるおそれのあるとき（警報は重大な災害のおそれ）
　　　　　　　　発表：随時
・気 象 情 報：警報や注意報に先立つ注意の呼びかけ・警報や注意報の解説と補完・社会的に影響の

大きな天候についての解説など
　　　　　　　　発表：随時

『秋の火災予防運動』
１．実施期間　平成26年10月15日（水）～平成26年10月３1日（金）　17日間

２．統一標語　『もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ』
◎火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、町民皆様で火災予防を心がけましょう。
また、逃げ遅れによる死傷事故を防ぐ為にも、住宅用火災警報器の早期設置をよろしくお願いします。
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http://www.jma-net.go.jp/wakkanai/index.html
※問い合わせ先

　　稚内地方気象台（電話：0162-23-2679）

　9月中旬頃から始まった紅葉は、例年では10月上旬頃に見ごろを迎えます。この
時期、初雪、初霜や初氷（初めて氷がはること）等が観測され、次第に秋が深まり、
冬の訪れを迎える季節となります。
　日中は暖かくても内陸では朝晩は5℃を下回る冷え込みとなる場合があります。一日の気温差が大きく、また、
体調を崩してしまいがちです。体調管理や、衣服・寝具を暖かくする等の工夫が必要となります。

　山々では一足先に冬が訪れています。稚内地方気象台が観測している利尻山の初冠雪
（初めて山頂部が雪をかぶってふもとから白く見えること）は平年ですと10月3日です。ふ
もとではまだまだ気温の高い日もありますが、もみじ狩りやきのこ狩り等に軽装備で山に登
って遭難しないよう充分注意が必要です。
　また、夏と比べて、低気圧や気圧の谷が数日おきに通過することが多くなり、大陸の冷
たい空気の影響を受けやすくなるため、天気の急変やまとまった雨になることがあります。

　季節の変わり目では特に最新の情報を使って、体調管理やレジャーに役立てて下さい。

＜日々の生活に役立てていただける情報＞
・天 気 予 報：今日・明日・明後日の天気、気温、風の向きや強さ、波の高さ、降水確率
　　　　　　　　発表：毎日　午前5時・午前11時・午後5時　修正は随時
・週間天気予報：一週間先までの毎日の天気、気温、降水確率
　　　　　　　　発表：毎日　午前11時・午後5時
・警報・注意報：気象により災害の起きるおそれのあるとき（警報は重大な災害のおそれ）
　　　　　　　　発表：随時
・気 象 情 報：警報や注意報に先立つ注意の呼びかけ・警報や注意報の解説と補完・社会的に影響の

大きな天候についての解説など
　　　　　　　　発表：随時

『秋の火災予防運動』
１．実施期間　平成26年10月15日（水）～平成26年10月３1日（金）　17日間

２．統一標語　『もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ』
◎火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、町民皆様で火災予防を心がけましょう。
また、逃げ遅れによる死傷事故を防ぐ為にも、住宅用火災警報器の早期設置をよろしくお願いします。
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総務課企画振興グループ 電話 5-1111
　　　　告知端末機 5-8812

【内線】222・223・224

北進の一本松に夕日が沈む

撮影者／鎌田米二郎さん

電気自動車用
急速充電器を
設置しました

◆使用料：１回500円
　※最大30分使用できます。
◆設置場所：
　役場職員通用口横
◆問い合わせ先
　総務課企画振興グループ
　電話：5-1111（内線222・223・224）
　告知端末機：5-8812

原子力立地給付金の交付について
　電気料金の値上げや消費税増税等に対する生活
支援の観点から、電源立地地域対策交付金制度に
基づき、交付金の一部を給付金として交付します。

○給付対象施設：幌延深地層研究センター
○対 象 者：幌延町で10月１日現在、北海道電力

株式会社から電灯契約で電気の給付
を受けている方。

○交付金額：電灯契約１口あたり ８,１００円（年額）
○交付方法：電気料金振替口座への振込み等
○交付時期：平成26年11月中旬以降

※９月末に、北海道・電源地域振興センター・北海
道電力から詳細についてお知らせがあります。

敬弔旗をお供えいたします敬弔旗をお供えいたします敬弔旗をお供えいたします
　町では、町民の葬儀の際に、
お悔みと敬弔の意を表すため、
葬儀会場に敬弔旗を供えさせ
ていただくこととしました。

　敬弔旗のご利用につきまし
ては、幌延町役場総務課総務
グループまでお問い合わせく
ださい。

総務課総務グループ　電話番号　5-1111　（内線 132・133）
　　　　　　　　　　告知端末機　5-8811
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